















見られる〈中国〉表象―書簡、メモ類に示された北京の印象との差異から―」 （注１）では、芥川の書簡や『日華公論』の記事を重視し、彼の好意的な北京への印象を強調する先行研究 対し、それとは異なる側面、すなわち「北京日記抄」に見られる、中国への好意的ではない側面を提示した。その上で、 こうした〈中国〉表象が「北京日記抄」に組み込まれた理由について、 「上海游記」 （一九二一年八月一七日～九月一二日『大阪毎日新聞』に連載） 「江南游記」 （一九二二年 月一日～二月一三日『大阪毎日新聞』に連載） 、 「長江」 （ 『女性』一九二四年九月号）で示された対〈中国〉表象（注２ の一貫性を保つためであっただろうことを指摘した。すなわち、中国への好意を示さない、同様の〈中国〉表象を有した三作品の延長線上 「北京日記抄」を置いた上で、 『支那游記』 （改造社
　
一九二五年一〇月）にまとめようと
した芥川の戦略の存在を指摘したのである。 というのも 「北京日記抄」を執筆していた頃と見られる一九二五年四月二九日に芥川が親友 小穴隆一に送った書簡中には「悪銭少々同封す。支那旅行記 装幀料と思はれたし」 （注３）という記述が見え、その時点で、 『支那游記』を
発表することになっていた事情が窺えるからである。　
そもそも「抄」とは「一部分を抜き出す」 （注４）ことである。そ














月四日第八工場にサボタージュが起つた。 （中略）各工場は十一日より操業を開始したが、十四日に内外綿第十二 場が怠業したので会社側はこれと関連せる第七工場を閉鎖すると、翌 同工場に暴動が起り、遂に印度人巡捕及び日本人は発砲し負傷者七名を出し内一名は死亡する 至つた。その後（中略）五月三 日朝来上海市に亘つて学生団は「実行経済絶好」 「反対越界築路」 「抵制日貨」の伝単を配布した 又そ らを大書した旗を持つて遊した。工部局警察がこれ等学生五名を老閘警察署に引致したため興奮 遊行団は大挙警察を襲撃し逮捕者を奪回せんとしたので、英人エバーソン署長の命令で工部局巡査は発砲し、即死者四名負傷者二十名をだし、そ うち四人が入院中死亡するに至った。（中略）三十一日には学生団市内各処に伝単配布を行い、六月一日再び群衆と警察の衝突あり 三十日と一緒にして 国人死亡者合計十四名、 病院に収容され 重軽傷者は四十名に及んだ。 （中略）
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　『改造』は一九一九年四月に創刊された急進的な総合雑誌である。一九一九年七月（第四号）の「労働問題・社会主義批判号」を皮切りに、労働者階級の視点から編集を行った。その結果、一九一九年九月号以降 度々発売禁止の処分を受ける。一九一九年一二月号では「河上、福田両博士論戦批判」を特集し、 『改造』誌上 おける論争記事の嚆矢となる。その後誌上論争等において、対立する言論を掲載バランスを ることは『改造』の編集上の特徴の一つ（注５）となった。その後、一九二三年九月の関東大震災で被害に遭ったが、 二六年年末には、いわゆ 円本ブームの火付け役となる『現代日本文学全集』を発行する。その結果、円本は出版界とその関連産業が不況から脱出する契機となった。また 一九二七年二月号 巻頭には、 「本誌の値下げ十倍拡張運動」と題する文章を掲載している。これは現代日本文学全集の大量生産、廉価販売を雑誌に適用して読 を増やそう
という企画であった（注６） 。（二） 『改造』に見られる中国関連の記事　
創刊当初、 『改造』 誌上には、 中国関連の記事がほとんど見られなかっ
たようである。 一九二一年二月号に載った成瀬無極の 「上海印象記」 （注７）が、 『改造』誌上初の中国旅行記であった。そこに見える「阿片喫煙者」の「旅役者」 、 「田舎の路傍に蹲つて哀号する乞食」 、 「栄養不良らしい蒼白な顔を」す 「小児」等 記述が読者の印象に残る。さらに結末では、 「死毒ともいふべきも がこの国の体内に発酵しつゝある」と 論付けられている。　
一九二四年に至ると、中国内戦の勃発をきっかけに、 『改造』 中
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伴い、日本メディアの注目が集まる中、改造社はそれを支持する片山潜の「支那旅行雑感」を六月号に掲載した。しかし、 「支那旅行雑感」はタイトルの通り、あくまで片山潜の雑感であり、社論を示す文章であるとはいえな 。おそら 六月号という時点 は 自身の中国の社会運動に対する評価はまだ定ま ていなかったように見える。一九二五年七月号と八月号になると、改造社の中国の社会運動に対する姿勢は、それ以前より明確になってくる。木下杢太郎 中国に対する好意的な「支那南北記」は、まさ こうした スタンスを受けた中、八月号に載せられたのではないか。　
改造社の中国の社会運動に対する評価が定まっていなかった六月号






掲載されたことは、 『改造』の中国の社会運動 対するスタンス 留保と不明確さを表わしているのではな か 異 った中国表象を持つ両作を、対立するもの 誌上に掲載しバランスをとるのは、前述の通り『改造』の特徴でもあり 対中国のスタンスが整わない で両作を同時に掲載する は無難な選択であったと思われる。　
実際、中国に好意を示さない『北京日記抄』の性格については、一
九二五年四月 点で 社が把握していた可能性がある。芥川 一九二五年四月一三日に西川英次郎に送った書簡中には、 「来月の 「改造」に支那日記を出したから読ん くれ」 （注
１２）という文言が見え、 「北
京日記抄」はその時点ですで 仕上げられ、改造社に送られていたと推測できる。改造社としては、おそらく一九二五年四月の時点で「北京日記抄」の性格を捉えていた ず ある。　
このように改造社は、片山潜の「支那旅行雑感」と芥川の「北京日
記抄」の性格を事前に把握した上で、一九二五年六月という時点で両作を意図的に同時掲載し、バランスを っ ものと推測される。しかし、それは中国 社会運動に対する表象戦略の留保と不明確 の反映であったと理解されるのである。
〈注〉（１）
 宋武全「 「北京日記抄」に見られる〈中国〉表象―書簡、メモ類に示された北京の印象との差異から―」 （ 『芥川龍之介研究』 （第一〇号）二〇一六年三月） 。
（２）
 「上海游記」における〈中国〉表象については、宋武全「在中日本人と芥川龍之介の上海訪問」 （ 『岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要』 （第三九号）
　
二〇一五年三月）において、中国を軽視する芥川
の〈中国〉表象を指摘したが、 「江南游記」と「長江」については別稿で詳述したい。 『支那游記』全体から芥川の〈中国〉表象 触れる先行研究においては、それと「皮肉」 「諷刺」などのキーワードを関連させる論が目立っ いる。吉田精一は、 機智と諧謔と皮肉が百出し」 （ 『芥川龍之介』三省堂
　
一九四二年一二月）ていると主張した。
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た「二〇一三年度日本政府（文部科学省）博士生奨学金留学人員項目」 （ 「録取文号」 ：留金欧〔二〇一三〕六〇〇八号、 「学号」 ：二〇一二〇八三三〇一九二、 「派出単位」 ：湖州師範学院）の助成を受けたものである。
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